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平
成
30
年
４
月
１
日
よ
り
播
磨
科
学
公
園
都
市
区
域

の
消
防
事
務
が
赤
穂
市
か
ら
西
は
り
ま
消
防
組
合
へ
移

管
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
４
月
２
日
、
新
し
い

名
称
と
な
っ
た
「
た
つ
の
消
防
署
光
都
分
署
」
に
お
い

て
開
所
式
を
挙
行
し
、
約
60
名
の
来
賓
を
前
に
、
分
署

職
員
12
名
が
初
出
の
模
様
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
皆
様
、
雰
囲
気
も
新
た
な
光
都
分
署
へ
ぜ
ひ
一
度
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
職
員
が
手
作
り
し
た
看
板
が
お

出
迎
え
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
以
降
大
き
く
変
わ
っ
た
点
は
、
出
動
エ
リ
ア
の
拡
大
に
あ
り
ま
す
。
従
来
の
出
動

は
お
お
む
ね
播
磨
科
学
公
園
都
市
区
域
内
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
隣
地
域
へ
も
出

動
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
の
地
域
へ
は
消
防
車
両
が
従
来
よ
り
早
く

到
着
で
き
ま
す
。
光
都
分
署
が
出
動
中
に
区
域
内
で
災
害
が
発
生
し
て
も
、
各
消
防
署
が

迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

　
播
磨
科
学
公
園
都
市
と
近
隣
地
域
の
安
全
・
安
心
に
挑
む
「
光
都
分
署
」
を
、
こ
れ
か

ら
も
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

た
つ
の
消
防
署

光
都
分
署 

開
設
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光都分署の沿革

赤穂市消防本部

●平成 8年 4月 1日
赤穂市消防本部が播磨科学公園都市区域
内の消防事務受託

●平成 8年 11 月 1日
名称を「赤穂市消防署新都市分署」とし、
庁舎及び車両を配備、業務開始

●平成 24 年 4月 1日
組織機構改革により名称を「赤穂市消防
本部上郡消防署新都市分署」に変更

西はりま消防組合

●平成 30 年 4月 1日
西はりま消防組合へ事務移管
名称を「西はりま消防組合たつの消防署
光都分署」とし、業務開始

平成30年上半期（1月～6月）　災害出動件数
（　） 内は前年同時期の件数　　単位：件

相 生
消 防 署

た つ の 消 防 署 宍 粟
消 防 署

太 子
消 防 署

佐 用
消 防 署 合 計

光都分署

火災出動 6
(7)

13
(11) 1　　　　13

(9)
4

(2)
8

(7)
44

(36)

建物 3 7 0 5 1 0 16

林野 2 1 0 1 2 0 6

車両 0 1 1 0 1 4 6

その他 1 4 0 7 0 4 16

救急出動 682
(707)

1,618
(1,549) 60 981

(945)
789

(692)
376

(402)
4,446

(4,295)

急病 438 992 37 599 498 242 2,769 

交通事故 56 153 3 70 100 25 404 

一般負傷 95 246 13 137 126 44 648 

転院搬送 61 171 4 157 49 56 494 

その他 ※1 32 56 3 18 16 9 131

救助出動 6
(13)

14
(21)

0
0

16
(12)

16
(22)

12
(7)

64
(75)

交通事故 1 7 0 9 9 8 34 

水難事故 1 0 0 2 0 1 4 

機械事故 0 0 0 2 0 0 2 

建物事故 2 3 0 2 6 0 13 

その他 2 4 0 1 1 3 11

警戒・検索・
その他出動

24
(16)

40
(45) 2 41

(40)
18

(22)
15

(20)
138

(143)

※１　その他種別（火災・自然災害・水難事故・労働災害・運動競技等含む）
※２　光都分署は、移管後の４月～６月の出動件数を計上

　みなさんご存知でしたか？野焼きは「廃棄物の
処理及び清掃に関する法律」で原則禁止されてい
ます。
　上半期の火災件数をみると、『野焼きが原因の火
災』が16件と全体の36％を占めています。
　死者や負傷者の発生までには至っていませんが、
山林へ燃え広がった事例もあります。
　皆様の少しの注意により、火災を未然に防ぐこ
とができますので、より一層のご理解ご協力をお
願いします。

野焼きが原因の火災が多発！！

平成30年上半期（１月～６月）野焼きが原因の火災件数

火災件数 野焼きが原因
の火災件数 割合

平成30年 44件 16件 36％

平成29年 36件 11件 30％

平
成
30
年
上
半
期
中
の
「
火
災
・
救
急
・
救
助
の
出
動
件
数
」

【
火
災
件
数
】

　

火
災
件
数
は
、
44
件
で
前
年
よ
り
8
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
火
災
出
動
で
最
も
多
か
っ
た
火
災
種
別
は
、

建
物
火
災
（
16
件
、
36
％
）
と
そ
の
他
火
災
（
16
件
、
36
％
）
で
、
次
い
で
林
野
火
災
（
６
件
、
14
％
）
と

車
両
火
災
（
６
件
、
14
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
救
急
件
数
】

　

救
急
件
数
は
、
4
，
4
4
6
件
で
前
年
よ
り
１
５
１
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
救
急
出
動
で
最
も
多
か
っ
た

事
故
種
別
は
、
急
病
（
２
，
７
６
９
件
、
62
％
）
で
、
次
い
で
一
般
負
傷
（
６
４
８
件
、
15
％
）、
転
院
搬
送

（
４
９
４
件
、
11
％
）、
交
通
事
故
（
４
０
４
件
、
9
％
）、
そ
の
他
（
１
３
１
件
、
３
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
救
助
件
数
】

　

救
助
件
数
は
、
64
件
で
前
年
よ
り
11
件
減
少
し
て
い
ま
す
。 

救
助
出
動
で
最
も
多
か
っ
た
事
故
種
別
は
、

交
通
事
故
（
34
件
、
53
％
）
で
、
次
い
で
建
物
事
故
（
13
件
、
21
％
）、
水
難
事
故
（
４
件
、
6
％
）、
機
械
事

故
（
２
件
、
３
％
）、
そ
の
他
（
11
件
、
17
％
）、
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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西はりま消防組合の組織・人事・財政状況西はりま消防組合の組織・人事・財政状況西はりま消防組合の組織・人事・財政状況

消防長 次　長

会計管理者

管理者・副管理者

消防組合議会

監査委員

公平委員会

消防本部

相生消防署

総務課
予防課
警防課
情報指令室

総務予防課
消防第１課
消防第２課

総務予防課
消防第１課
消防第２課

総務予防課
消防第１課
消防第２課

総務予防課
消防第１課
消防第２課

新宮分署

光都分署

揖保川出張所

御津出張所

一宮分署

波賀出張所

千種出張所

宍粟消防署

佐用消防署

たつの消防署

太子消防署

総務予防課
消防第１課
消防第２課

◎西はりま消防組合組織図 （H30.4.1 現在） ◎組織構成 （H30.6.30 現在）

管理者 山本　 　実 た つ の 市 長

副管理者

谷口　 芳紀 相 生 市 長

福元　 晶三 宍 粟 市 長

服部　千秋 太 子 町 長

庵　　 典 章 佐 用 町 長

 組合議会

議　長 角田　 　勝 た つ の 市 議 会 選 出

副議長 実友　 　勉 宍 粟 市 議 会 選 出

監査委員 加古原 瑞樹 佐 用 町 議 会 選 出

議　員

渡邉　 慎治 相 生 市 議 会 選 出

吉田　 政男 相 生 市 議 会 選 出

桑野　 元澄 た つ の 市 議 会 選 出

大久保 陽一 宍 粟 市 議 会 選 出

長谷川 正信 太 子 町 議 会 選 出

中島　 貞次 太 子 町 議 会 選 出

山本　 幹雄 佐 用 町 議 会 選 出

代表監査委員 椴谷　 和人 宍 粟 市 選 出

 公平委員会

日谷　 聖一 相 生 市 選 出

山口　 　昇 た つ の 市 選 出

清水　 康廣 宍 粟 市 選 出

会計管理者 東元 千代子 たつの市会計管理者

職 種 ・ 階 級 職員数(人)
消 防 吏 員 282

消 防 正 監 1
消 防 監 6
消防司令長 25
消 防 司 令 51
消防司令補 92
消 防 士 長 27
消防副士長 31
消 防 士 49

合　　計 282
平均年齢（歳） 39.6

◎階級別職員構成
（定数：291 人、実員 282 人）

歳　出 （単位：( 額 ) 千円、( 比・率 )％）

年度
科目

平成30年度 平成29年度 比較増減

当初予算額 構成比 当初予算額 構成比 増減額 増減率

　議 会 費 410 0.0 456 0.0 △46 △10.1

　総 務 費 28,313 1.0 50,369 1.8 △22,056 △43.8

　消 防 費 2,908,110 99.0 2,782,607 98.1 125,503 4.5

　予 備 費 2,000 0.0 2,000 0.1 0 0.0

合　　計 2,938,833 100.0 2,835,432 100.0 103,401 3.6

歳　入 （単位：( 額 ) 千円、( 比・率 )％）

年度
科目

平成30年度 平成29年度 比較増減

当初予算額 構成比 当初予算額 構成比 増減額 増減率

　分担金及び負担金 2,899,135 98.7 2,778,498 98.0 120,637 4.3

　使用料及び手数料 4,355 0.1 4,568 0.2 △213 △4.7

　国 庫 支 出 金 20,135 0.7 36,993 1.3 △16,858 △45.6

　財 産 収 入 10 0.0 0 0.0 10 皆増

　繰 越 金 10 0.0 10 0.0 0 0.0

　諸 収 入 15,188 0.5 15,363 0.5 △175 △1.1

合　　計 2,938,833 100.0 2,835,432 100.0 103,401 3.6

◎一般会計当初予算

相生市負担金
 378,645 千円
相生市負担金
 378,645 千円

たつの市負担金
872,108 千円

たつの市負担金
872,108 千円

宍粟市負担金
729,973 千円
宍粟市負担金
729,973 千円

太子町負担金
457,374 千円
太子町負担金
457,374 千円

上郡町負担金
 26,904 千円
上郡町負担金
 26,904 千円

使用料及び手数料
4,355 千円

使用料及び手数料
4,355 千円

国庫支出金
20,135 千円
国庫支出金
20,135 千円

財産収入
10 千円
財産収入
10 千円 繰越金

10 千円
繰越金
10 千円

諸収入
15,188 千円

諸収入
15,188 千円

佐用町負担金
 434,131 千円
佐用町負担金
 434,131 千円

計
2,938,833

千円

平成30年度　一般会計当初予算（歳入）

予備費
2,000 千円

予備費
2,000 千円

常備消防費
（人件費、予防・警防・

救急活動事業費など）
2,611,687 千円

常備消防費
（人件費、予防・警防・

救急活動事業費など）
2,611,687 千円

議会費
 410 千円

 総務費
28,313 千円

消防施設費
（光熱水費等の庁舎管理費、

庁舎維持補修費、
消防車両更新整備費など）

296,423 千円

消防施設費
（光熱水費等の庁舎管理費、

庁舎維持補修費、
消防車両更新整備費など）

296,423 千円

計
2,938,833

千円

平成30年度　一般会計当初予算（歳出）
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～穏やかな気候風土に恵まれた「あいのまち」を守る～相生消防署の紹介

ド
ン
・
デ
ン
・
ジ
ャ
ン
‼︎

　

播
磨
路
に
初
夏
を
告
げ
る
音
と

光
の
祭
典
『
相
生
ペ
ー
ロ
ン
祭
』

で
親
し
ま
れ
て
い
る
相
生
市
の
安

全
安
心
を
担
っ
て
い
る
の
が
「
相

生
消
防
署
」
で
す
。

　

２
日
間
に
渡
り
実
施
さ
れ
る
こ

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、
市
民
と
来

場
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
相
生

消
防
署
は
「
特
別
警
戒
態
勢
」
に

入
り
ま
す
。
ま
ち
全
体
が
祭
り
ム

ー
ド
一
色
に
染
ま
る
中
、
消
防
職

員
は
、
兵

庫
県
警
察
、

姫
路
海
上

保
安
部
と

警
備
を
共

に
す
る
こ

と
で
初
夏

の
訪
れ
を

感
じ
て
い

ま
す
。

相
生
消
防
署
の
取
り
組
み

【
災
害
対
応
力
の
強
化
】

　

例
年
、
関
係
機
関
と
協
力
し
、

事
故
発
生
時
の
初
動
体
制
及
び
迅

速
な
救
急
救
助
活
動
の
確
立
を
目

的
と
し
た
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
大
型
バ
ス
の
交
通
事

故
を
想
定
し
、
相
生
市
役
所
を
始

め
運
送
会
社
、
バ
ス
会
社
と
災
害

対
応
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
沿
岸
等
の
水
難
事
故
に
対

応
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら
潜

水
隊
員
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
現
在

４
名
の
職
員

が
、
季
節
を

問
わ
ず
深
い

プ
ー
ル
や
海

で
の
訓
練
、

兵
庫
県
警
察

や
神
戸
海
上

保
安
部
と
の

合
同
訓
練
な

ど
に
励
ん
で

い
ま
す
。

【
救
急
活
動
の
高
度
化
】

　

救
急
救
命
士
に
よ
る
救
命
処
置

拡
大
に
よ
り
、
救
急
活
動
に
お
い

て
よ
り
高
度
な
知
識
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
近
隣

病
院
で
の
実
習
や
救
急
に
関
す
る

研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
は
、
過
去
の
事
例
に
対
し

そ
の
時
の
判
断
や
処
置
が
適
切
で

あ
っ
た
か
検
証
し
、
適
切
な
処
置

を
実
施
す

る
た
め
の

医
学
的
知

識
の
向
上

を
図
る
も

の
で
、
医

療
機
関
と

の
連
携
も

強
化
し
て

い
ま
す
。

【
安
全
運
転
の
向
上
】

　

相
生
警
察
署
員
を
講
師
に
招
い

て
、
安
全
運
転
に
関
す
る
研
修
を

実
施
し
、
知
識
及
び
技
術
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
実
技
を
取
り
入

れ
、
相
生
自
動
車
教
習
所
の
コ
ー

ス
を
借
用
し
、
緊
急
自
動
車
の
運

転
時
に
お
け
る
安
全
確
認
の
ポ
イ

ン
ト
を
学
び
、

車
両
を
動
か
す

こ
と
は
危
険
で

あ
る
こ
と
、
い

か
な
る
状
況
で

あ
っ
て
も
安
全

確
認
を
徹
底
す

る
こ
と
を
再
認

識
し
ま
し
た
。

署
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

近
年
、
災
害
に
お
い
て
は
大
規

模
化
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
が

必
須
と
な
っ
て
い
ま
す
。
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
べ
く
、「
連
携
」

を
合
言
葉
に
、
常
に
緊
張
感
を
持

っ
て
、
日
々
、
消
防
業
務
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

次回はたつの消防署の紹介です。

職員数/電話番号 34人/0791-23-7119

緊急車両台数 消防車3台/救急車2台/その他5台

合同警備本部の様子

多数のけが人を搬送海での潜水訓練

研修の様子

教習所コースでの研修
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トピックス

　危険物安全週間に伴
い、６月５日（火）宍粟
消防署において、㈱サン
エムと宍粟・佐用消防署
合同で、タンクローリー

が絡む多重事故を想定した訓練を実施しました。
　事業所従業員による119番通報及び危険物の漏
えい防止措置、消防隊への情報伝達などを確認し、
事故発生時の連携強化を図りました。同時に「兵
庫県広域災害救急医療情報システム」を使用し、
県内の医療機関との間で、多数発生した負傷者の
受け入れ連携訓練を実施しました。
　事業所より「今
回の訓練で検証す
べき事を自社に持
ち帰り社員と共有
し、有事の際に備
えたい」との講評
を頂きました。

事故発生時の連携を確認！
宍粟消防署　☎0790-62-0119

　たつの市内の小学４年生を対象に、「災害の怖さ」
や「命の大切さ」を学ぶ「防火・救急まめ講座」
を実施しています。本講座では、消防職員が学校
に出向いて実際に体験した災害現場の映像や写真
を使用した講話を行い、目の前で音や匂いを見て
感じ、普段の生活の中で起きるような火災実験も
行います。また、止血法や簡易担架の作成を行い、
災害時に子どもたちでもできる応急処置方法も学
びます。
　講習中、「火遊びをしたら危ないなぁ」「ケガをし
てる人がいたら助けてあげる！」素直に思ったこ
とを口にする子どもたちが、災害現場に遭遇した

際、学んだ
ことを十分
発揮してく
れることを
職 員 一 同
願っていま
す。 

防火・救急まめ講座を実施！
たつの消防署　☎0791-63-3511

　中学・高校生を対象に、太子・たつの消防署合
同で「防火救命リーダー育成講座」(8月1日～8月
3日)を開講しました。猛暑の中、今年は18名が受
講し、規律訓練や放水体験、救助訓練や視察研修
など、濃密な時間を過ごしました。
　初めは緊張して
いた受講生も、修了
式では清々しい表情
に。「最後までやりき
れたのは仲間のおか
げ」「自分に自信がつ
いた」と話してくれました。災害対応力だけでな
く、仲間を思いやる心を養ってくれたことでしょ
う。今後、防火救命の担い手として、飛躍してく
れることを期待しています。

18名の防火救命リーダーが誕生！
太子消防署　☎079-276-1191

ケーブルテレビを活用し熱中症予防ＰＲ！
佐用消防署　☎0790-82-3872

　熱中症による救急搬送が多発する7月から8月
の間、佐用町内で放送されているケーブルテレ
ビ「佐用チャンネル」において熱中症の予防に
ついてPRする映像を放映しました。年々厳しく
なる夏の暑さの中、熱中症による救急搬送件数
は倍増しています。この映像は熱中症予防に対
して良い例と悪い例を示し、それをより多くの
地域住民に見てもらうことで熱中症になる方が
１人でも減少す
ればという思い
で取り組んだも
のです。この取
り組みが、地域
住民の安全安心
な暮らしの一助
となることを期
待し、今後も広
く普及啓発活動
を行っていきま
す。
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お知らせ

　いざという時、勇気をもって救命処置ができ
るよう、西はりま消防組合が開催する応急手当
普及員講習を受講し、認定を受けた方々が、各
地域で心肺蘇生法等を指導されています。
　受講者から、「妊婦や乳幼児が倒れていたらど
うすればよいか」「ＡＥＤは水に濡れても使える
のか」など、具
体的な質問を受
けることも多く、
効果的に知識と
技能が伝承され 
ていると実感し
ています。

応急手当普及員の方々が
活躍しています！

　平成30年７月12日から20日までの９日間で、西
はりま消防組合から延べ３回、計９名の救助隊員
が広島県広島市安芸区に派遣されました。
　豪雨が去り急激な猛暑が襲い掛かる中、隊員達
は熱い使命感を胸に捜索活動を実施し、無事任務
を終え帰ってきました。
　人の命は何より大切です。日頃から「早めの避難」
の意識を持つことが命を守ることにつながります。 
　今後被災地が早く復興できることを願います。

西日本豪雨災害に
緊急消防援助隊が出動！ 

●
功
績
の
あ
っ
た
方

　

吉よ
し

田だ 

祐ゆ

何か

里り 
様
（
た
つ
の
市
在
住
）

●
事
案
の
概
要

　

平
成
30
年
１
月
18
日
、
た
つ
の
市

揖
西
町
に
て
発
生
し
た
交
通
事
故
に

お
い
て
、
迅
速
か
つ
的
確
な
判
断
に

よ
り
河
川
へ
転
落
し
た
自
動
車
内
の

傷
病
者
に
対
し
、
声
を
か
け
て
励
ま

し
、
呼
吸
管
理
と
頭
部
を
保
持
す
る

な
ど
適
切
な
処
置
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

　

こ
の
勇
気
あ
る
行
動
に
対
し
て
、

消
防
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

●
功
績
の
あ
っ
た
方

　

原は
ら　

信の
ぶ

岳た
け 

様
（
宍
粟
市
在
住
）

●
事
案
の
概
要

　

平
成
30
年
４
月
10
日
の
通
勤
途
中

に
、
宍
粟
市
山
崎
町
の
道
路
上
で
心

肺
停
止
と
な
っ
て
倒
れ
て
い
る
方
を

発
見
さ
れ
、
１
１
９
番
通
報
と
、
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
心
肺

蘇
生
法
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

迅
速
か
つ
的
確
な
判
断
と
、
適
切

な
救
命
処
置
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
勇
気
あ
る
行
動
に
対
し
て
、

消
防
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

救
命
処
置
に
消
防
長
感
謝
状
を
贈
呈

平成30年度応急手当普及員講習

日　時
12月4日㈫ ～ 6日㈭
8時30分～17時00分

場　所 西はりま消防本部3階議場
受講料 3,672円（テキスト代）
問合せ 0791-23-7119（相生消防署）
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Information

　皆さんのお宅には、消火器はありますか？
　火災の時、確実に使えますか？
　消火器は初期消火にとても有効ですが、
いざというときにあわててしまい、使用で
きなかったケースがあります。
　消火器は、３つの動作です。

　炎が天井まで上がってしまった際は、消火
器での消火が困難となりますので、身を守る
ため避難することを優先しましょう。

　各消防署、分署、出張
所には訓練用水消火器を
置いていますので、ご利
用ください。

み
ん
な
で
つ
な
げ
よ
う 

救
命
の
輪 

　平成28年12月に新潟県糸魚川市で発生した大規模
火災は、中華料理店のコンロの消し忘れが原因とさ
れています。この火災を受けて消防法が改正され、
平成31年（2019年）10月１日から、火気使用設備
や器具（防火上有効な措置が講じられたものを除く。）
を設置している飲食店は、面積にかかわらず消火器
の設置、維持管理が義務付けられます。
　「防火上有効な措置」とは、調理油過熱防止装置や、
自動消火装置などのことをいいます。
　また、設置された消火器は、定期的な点検と消防
署への報告が義務となります。現在、総務省消防庁
のホームページでは、消火器
の点検を自ら行うことを支援
するパンフレットやアプリが
掲載されていますので、参考
にしてください。

コンロ等を設置している飲食店に
消火器の設置が義務付けられます

消火器の取扱い
いざという時、あなたは大丈夫？ 

　
『
救
命
の
連
鎖
』
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？

　

救
命
の
連
鎖
と
は
、
心
停
止
の
予
防
に
始
ま

り
、
事
故
の
早
期
認
識
と
１
１
９
番
通
報
、
心

肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
一
次
救
命
処
置
、

そ
し
て
、
病
院
で
行
わ
れ
る
二
次
救
命
処
置
へ

と
救
命
の
輪
を
つ
な
げ
、
事
故
に
あ
わ
れ
た
傷

病
者
を
救
命
し
、
元
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
必
要
と
な
る
一
連
の
行
動
を
言
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
輪
を
途
切
れ
な
く
、
素
早
く
つ
な

げ
る
こ
と
で
救
命
効
果
が
高
ま
り
、
特
に
最
初

の
３
つ
の
輪
は
、
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る

ま
で
の
間
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
（
バ
イ
ス

タ
ン
ダ
ー
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１
１
９

番
の
通
報
内
容
か
ら
一
次
救
命
処
置
が
必
要
と

判
断
す
れ
ば
、
電
話
を
通
じ
て
通
報
者
や
現
場

に
居
合
わ
せ
た
方
に
、心
肺
蘇
生
法
を
は
じ
め
、

の
ど
詰
め
、
出
血
、
や
け
ど
等
の
事
案
に
応
じ

た
応
急
処
置
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

応
急
処
置
は
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
あ
な
た
し
か
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

大
切
な
人
の
命
を
救
う
た
め
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
て
い
た
だ
き
、
救
命
の
輪
を

救
急
隊
に
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

西
は
り
ま
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
や
の
ど
詰
め
、
出

血
等
に
対
す
る
応
急
処
置
の
方
法
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
あ

わ
て
ず
に
行
動
で
き
る
よ
う
事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
切
な
人
の
命
を
救
う
た
め

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す

救命の連鎖

①心停止の予防 ②早期認識と通報 ③一次救命処置 ④ 二次救命処置と
集中治療

消防本部予防課　☎0791-76-7120

①安全栓を抜く。 ②ホースを火元に向ける。 ③レバーをにぎる。 
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兵
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県
た

つ
の

市
揖

保
川

町
正

條
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番
地

１

２０１8年度全国統一防火標語

「忘れてない？　サイフにスマホに　火の確認」
2018
秋号

vol.4

消防車・救急車の要請は、迷わず

局番なしの119番通報をしてください！
診察可能な病院を知りたいときは…

0791-76-7300（消防指令センター）

0791-76-7160（休日・夜間病院案内） ※自動音声

災害の情報を知りたいときは…

0791-76-7150（災害情報案内） ※自動音声

　

近
年
異
常
気
象
が
続
き
、
世
界

で
も
多
く
の
災
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
自
然
は
人
の
力
で
は
左
右

で
き
ま
せ
ん
が
、
被
害
の
軽
減
は

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
治
体
が
発
行
し
て
い
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
自
宅

か
ら
避
難
場
所
へ
の
ル
ー
ト
を
確

認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
」
た
め
、
家
族
で
災
害
時
の

行
動
を
話
し
合
っ
て
お
き
、
い
ざ

と
い
う
時
の
備
え
と
し
ま
し
ょ
う
。 

編
集
後
記

平
成
30
年
秋
の
全
国
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
11
月
9
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で
、

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
く
な
る
時
期
を
迎
え
、
火
災
予
防

意
識
を
広
く
普
及
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

だ
ん
だ
ん
寒
く
な
る
こ
の
季
節
、
暖

房
器
具
を
使
い
始
め
る
前
に
は
必
ず

点
検
す
る
な
ど
、
火
災
の
無
い
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
西
は
り
ま
消
防
組
合
で
は
、
火
災

予
防
や
防
災
、
応
急
手
当
と
い
っ
た

内
容
を
学
べ
る
「
出
前
講
座
」
を
、

随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。「
消

火
器
や
消
火
栓
の
使
い
方
を
習
い
た

い
。」「
地
震
に
備
え
て
ど
の
よ
う
な
準

備
を
す
れ
ば
い
い
の
か
知
り
た
い
。」

と
い
っ
た
時
に
は
、

お
気
軽
に
消
防
署
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

10
名
程
度
の
小
グ

ル
ー
プ
か
ら
で
も

申
し
込
み
で
き
ま

す
。

Ｑ　

は
し
ご
車
っ
て
ど
れ
く
ら
い
は
し

ご
を
伸
ば
せ
る
の
？

Ａ　

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
は
し
ご
車
が

あ
る
け
れ
ど
、
光
都
分
署
の
は
し
ご
車

は
、
は
し
ご
を
伸
ば
し
て
い
な
い
時
は

10
ｍ
、
は
し
ご
を
い
っ
ぱ
い
ま
で
伸
ば

す
と
40
ｍ
ま
で
伸
び
る
ん
だ
よ
。

Ｑ　

は
し
ご
車
の
タ
イ
ヤ
は
全
部
で
何

本
あ
る
の
？

Ａ　

前
に
左
右
１
本
ず
つ
、
後
ろ
に
左

右
３
本
ず
つ
全
部
で
８
本
の
タ
イ
ヤ
が

つ
い
て
い
る
よ
。

Ｑ　

は
し
ご
車
の
は
し
ご
に
は
何
人
乗

る
こ
と
が
で
き
る
の
？

Ａ　

大
人
で
３
人
ま
で
乗
る
こ
と
が
で

き
る
ん
だ
よ
。

消
防
ま
め
ち
し
き

　

光
都
分
署
に
配
備
さ
れ
て
い
る
は

し
ご
車
は
、
は
し
ご
を
全
伸
梯
す
る

と
地
上
か
ら
約
40
ｍ
に
達
し
、
13
階

建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
同
等
の
高
さ

と
な
り
ま
す
。
こ
の
特
性
を
活
か
し
、

高
層
建
築
物
に
お
い
て
火
災
又
は
救

助
事
案
が
発
生
し
た
際
に
は
、
逃
げ

遅
れ
た
要
救
助
者
を
救
助
し
た
り
、

高
所
か
ら
の
放
水
に
よ
り
、
有
効
な

消
火
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

車両概要 はしご車
全長 11,270mm

全幅 2,495mm

全高 3,600mm

燃料 軽油

車両総重量 20,700㎏ 

定員 ６人

総排気量 20,780cc 


